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質
問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
を
受
け
て
市

民
へ
の
経
済
支
援
が
求
め
ら

れ
る
中
、
国
民
健
康
保
険
料

を
引
き
上
げ
る
べ
き
で
は
な

い
。
府
と
協
議
し
、
保
険
料

減
免
な
ど
の
緊
急
対
策
を
行

う
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
な
お
、
国
が
社
会
保
険
料

の
徴
収
猶
予
を
示
し
て
い
る

中
、
本
市
も
独
自
の
支
援
を

実
施
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁　
府
に
対
し
、
府
内
全

市
町
村
が
統
一
し
て
緊
急
対

策
を
実
施
で
き
る
よ
う
求
め

て
い
き
た
い
。

質
問　
２
年
度
は
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
の
均
等
割
軽

減
特
例
が
見
直
さ
れ
る
が
、

こ
れ
に
よ
る
影
響
を
聞
く
。

　
な
お
、
低
所
得
者
へ
の
介

護
保
険
料
の
引
き
下
げ
を
か

き
消
す
よ
う
な
今
回
の
見
直

し
に
つ
い
て
は
、
国
に
撤
回

を
求
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁　
現
行
均
等
割
の
８
・

５
割
軽
減
が
７
・
75
割
軽
減

と
な
り
、
約
９
０
０
０
人
が

年
額
４
４
５
１
円
の
増
額
と

な
る
。
同
様
に
、
８
割
軽
減

が
７
割
軽
減
と
な
り
、
約
１

万
１
０
０
０
人
が
年
額
５
９

３
５
円
の
増
額
と
な
る
。

質
問　
総
合
型
放
課
後
事
業

（
放＊

２

課
後
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
）

に
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
留
守
家
庭
児
童
会
室
に

お
い
て
は
、
土
曜
日
や
夏
休

み
の
み
の
受
け
入
れ
ニ
ー
ズ

も
あ
る
。
今
後
ど
の
よ
う
に

対
応
す
る
の
か
。

　
な
お
、
同
ク
ラ
ブ
の
直
営

で
の
実
施
と
、
長
期
休
暇
時

の
学
校
給
食
を
活
用
し
た
給

食
支
援
の
検
討
を
要
望
す
る
。

答
弁　
既
存
事
業
を
再
編
、

拡
充
す
る
中
で
、
３
間
（
時

間
・
空
間
・
仲
間
）
の
充
実

と
あ
わ
せ
て
取
り
組
む
べ
き

課
題
と
考
え
て
い
る
。

後期高齢者
医療保険料
均
等
割
軽
減
特
例

見
直
し
の
影
響
は

留守家庭
児童会室
学
校
休
業
日
の

受
け
入
れ
予
定
は

質
問　
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関

連
経
費
を
計
上
し
、
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

す
る
と
い
う
が
、
身
体
障
害

者
以
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
障
害

者
も
参
加
で
き
る
の
か
。

　
な
お
、
障
害
の
種
別
に
と

ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
誰
一

人
取
り
残
さ
な
い
と
い
う
理

念
に
基
づ
き
事
業
を
実
施
す

る
よ
う
意
見
し
て
お
く
。

答
弁　
障
害
の
有
無
や
程
度
、

種
別
を
問
わ
ず
参
加
で
き
、

参
加
者
が
協
力
し
て
で
き
る

も
の
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
障
害

特
性
を
考
慮
し
実
施
し
た
い
。

質
問　
病
児
保
育
室
の
利
用

者
か
ら
、
満
室
で
利
用
で
き

な
か
っ
た
と
い
う
声
を
耳
に

す
る
が
、
同
保
育
室
の
稼
働

率
と
今
後
の
見
込
み
を
聞
く
。

　
な
お
、
必
要
性
の
高
い
人

が
利
用
で
き
る
よ
う
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
予
約
シ
ス
テ

ム
の
運
用
な
ど
を
検
討
す
る

よ
う
要
望
す
る
。

答
弁　
月
に
よ
り
ば
ら
つ
き

が
あ
る
が
、
年
間
稼
働
率
は

約
50
％
か
ら
60
％
で
推
移
し

て
い
る
。
今
後
、
需
要
は
減

少
傾
向
に
あ
る
と
見
込
ん
で

い
る
が
、
利
用
状
況
を
注
視

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

ポ
イ
捨
て
防
止
等
に
向
け
て

普
及
啓
発
活
動
の
推
進
を

質
問　
プ
ラ
ご
み
削
減
・
ポ

イ
捨
て
防
止
事
業
経
費
が
計

上
さ
れ
て
い
る
が
、
本
事
業

で
期
待
す
る
効
果
を
聞
く
。

　
な
お
、
持
続
可
能
な
ま
ち

の
実
現
の
た
め
に
も
、
普
及

啓
発
活
動
が
重
要
で
あ
り
、

今
後
も
よ
り
一
層
、
事
業
を

推
進
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁　
市
民
、
市
民
団
体
、

事
業
者
と
の
連
携
に
よ
る
ま

ち
美
化
活
動
を
通
し
て
ポ
イ

捨
て
の
な
い
環
境
づ
く
り
を

目
指
す
と
と
も
に
、
レ
ジ
袋

削
減
の
啓
発
等
に
よ
り
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
使
用
削
減
を
促

進
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

病児保育室
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

予
約
シ
ス
テ
ム
運
用
を

質
問　
未
利
用
の
ま
ま
放
置

さ
れ
て
い
る
元
幼
児
療
育
園

の
建
物
及
び
土
地
の
関
連
経

費
が
予
算
化
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
内
容
と
課
題
を
聞
く
。

　
な
お
、
建
物
の
解
体
費
用

等
を
基
金
か
ら
繰
り
出
す
仕

組
み
を
構
築
し
て
い
る
他
市

事
例
を
参
考
に
、
地
元
か
ら

の
要
望
も
踏
ま
え
、
早
急
に

資
産
活
用
の
具
体
化
を
図
る

よ
う
要
望
す
る
。

答
弁　
防
犯
対
策
や
園
庭
の

除
草
等
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

予
算
と
し
て
は
、
機
械
警
備

の
経
費
を
計
上
し
て
い
る
。

財

政

調

整

基

金

あ
る
べ
き
残
高
の
水
準
は

質
問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
へ
の
対
処
も
含
め
、

災
害
や
突
発
的
な
財
政
需
要

に
対
応
す
る
た
め
、
財＊

５
政
調

整
基
金
を
確
実
に
確
保
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
あ
る
べ
き

残
高
の
水
準
は
ど
の
程
度
か
。

　
な
お
、
他
の
基
金
も
含
め
、

説
明
責
任
を
果
た
し
な
が
ら

適
正
に
管
理
運
営
す
る
よ
う

要
望
す
る
。

答
弁　
国
が
定
め
る
実
質
赤

字
比
率
の
早
期
健
全
化
基
準

を
踏
ま
え
、
本
市
の
標
準
財

政
規
模
の
お
お
む
ね
10
％
と

な
る
70
億
円
程
度
を
目
安
に

し
て
い
き
た
い
。

こ
の
街
に
住
み
た
い
基
金

運
用
に
つ
い
て
は
慎
重
に

質
問　
特
定
目
的
基
金
で
あ

る
こ
の
街
に
住
み
た
い
基
金

の
具
体
的
な
運
用
等
に
つ
い

て
見
解
を
聞
く
。

　
な
お
、
予
算
編
成
上
の
都

合
で
、
市
長
が
特
別
視
す
る

一
部
の
事
業
に
一
般
財
源
的

に
使
え
る
仕
組
み
を
支
え
る

基
金
財
源
と
す
る
こ
と
な
く
、

運
用
に
つ
い
て
は
慎
重
で
あ

る
べ
き
と
意
見
し
て
お
く
。

答
弁　
具
体
的
な
活
用
事
業

は
、
そ
の
都
度
検
討
の
必
要

が
あ
り
、
運
用
計
画
案
の
事

前
提
示
は
困
難
と
考
え
る
が
、

議
会
の
意
見
を
踏
ま
え
、
適

切
な
予
算
編
成
に
努
め
る
。

質
問　
交
通
安
全
施
設
緊
急

整
備
工
事
費
が
計
上
さ
れ
て

い
る
が
、
信
号
交
差
点
へ
の

乗
り
上
げ
防
止
対
策
工
事
を

行
う
予
定
は
あ
る
か
。

　
な
お
、
歩
行
者
の
安
全
対

策
に
つ
い
て
、
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
取
り
組
む
よ
う
、

改
め
て
要
望
す
る
。

答
弁　
他
市
で
の
事
故
を
受

け
、
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
等
を
２

年
度
も
設
置
す
る
。
現
在
、

施
工
箇
所
は
決
定
し
て
い
な

い
が
、
６
月
ご
ろ
ま
で
に
は

一
部
を
発
注
す
る
。

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
の
負
担
軽
減
策
を

質
問　
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
を
対
象
に
、
医
療
的
ケ

ア
が
必
要
な
人
へ
の
市
単
費

事
業
を
予
定
し
て
い
る
の
か
。

　
な
お
、
同
サ
ー
ビ
ス
は
保

護
者
の
レ＊

３
ス
パ
イ
ト
支
援
に

寄
与
す
る
と
こ
れ
ま
で
主
張

し
て
き
た
が
、
市
は
何
の
手

だ
て
も
打
て
て
い
な
い
。
今

後
、
事
業
所
の
負
担
軽
減
策

を
実
施
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁　
現
時
点
で
は
、
市
の

単
費
事
業
と
し
て
実
施
す
る

予
定
は
な
い
が
、
利
用
者
や

事
業
所
か
ら
の
要
望
は
市
で

も
把
握
し
て
お
り
、
検
討
課

題
と
認
識
し
て
い
る
。

質
問　
ひ
き
こ
も
り
等
の
若

者
支
援
と
し
て
、居
場
所
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、茨

木
市
の
よ
う
な
ほ
っ
と
す
る

居
場
所
を
複
数
設
け
れ
ば
相

談
の
し
や
す
さ
に
つ
な
が
る

と
考
え
る
が
、見
解
を
聞
く
。

答
弁　
居
場
所
が
複
数
あ
る

こ
と
は
、
安
心
し
て
相
談
で

き
る
場
所
が
身
近
に
あ
る
と

い
う
面
で
大
切
と
考
え
る
。

関
係
機
関
が
行
う
居
場
所
づ

く
り
等
を
応
援
す
る
と
と
も

に
、
子
ど
も
・
若
者
支
援
地

域
協
議
会
の
構
成
機
関
等
と

相
互
の
支
援
調
整
を
行
い
、

子
ど
も
ら
が
社
会
生
活
を
円

滑
に
営
め
る
よ
う
努
め
る
。

子ども・若者
育 成 事 業
居
場
所
の
複
数
設
置
で

相
談
体
制
の
整
備
を

質
問　
す
こ
や
か
健
康
相
談

室
を
（
仮
称
）
健
康
福
祉
相

談
セ
ン
タ
ー
に
改
め
、
福
祉

に
係
る
相
談
機
能
を
新
た
に

付
加
す
る
と
聞
く
が
、
ど
の

よ
う
な
役
割
を
さ
せ
る
の
か
。

　
な
お
、
市
役
所
に
行
か
な

く
て
済
む
よ
う
、
支
所
等
を

活
用
し
て
市
内
拠
点
整
備
を

進
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁　
市
役
所
の
各
担
当
部

署
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
を

含
め
連
携
を
図
り
、
身
近
な

地
域
で
こ
れ
ま
で
の
相
談
に

加
え
、
複
合
的
な
課
題
に
対

応
で
き
る
体
制
を
整
備
す
る
。

質
問　
市
駅
周
辺
再
整
備
の

③
街＊

４
区
に
建
設
さ
れ
る
再
開

発
ビ
ル
は
、
市
が
多
額
の
負

担
を
す
る
以
上
、
最
大
の
効

果
が
出
る
よ
う
な
行
政
機
能

を
選
択
し
、
サ
ー
ビ
ス
を
低

下
さ
せ
ず
に
魅
力
あ
る
施
設

に
す
べ
き
で
あ
る
。

　
同
ビ
ル
に
図
書
館
機
能
を

入
れ
る
な
ら
、
現
状
の
予
約

図
書
の
受
け
渡
し
等
で
は
市

民
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
ず
、

ま
た
、
総
合
的
な
窓
口
機
能

を
置
く
な
ら
、
そ
の
機
能
を

発
揮
で
き
る
規
模
に
す
べ
き

だ
が
、
こ
れ
ら
の
施
設
の
規

模
を
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

答
弁　
図
書
館
や
窓
口
な
ど

一
部
の
機
能
に
つ
い
て
は
、

現
状
よ
り
サ
ー
ビ
ス
を
拡
充

す
る
こ
と
か
ら
、
面
積
を
広

げ
る
方
向
で
検
討
し
て
い
く
。

質
問　
長
尾
船
橋
線
で
の
歩

道
改
良
工
事
に
つ
い
て
、
２

年
度
の
実
施
内
容
を
聞
く
。

　
な
お
、
小
学
校
付
近
の
歩

道
の
改
良
は
、
通
学
路
の
安

全
に
寄
与
す
る
が
、
大
規
模

工
事
で
あ
る
た
め
騒
音
等
に

注
意
を
払
う
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁　
車
両
乗
り
入
れ
部
等

の
段
差
解
消
や
歩
道
の
拡
幅
、

電
柱
の
移
設
工
事
を
行
い
、

本
路
線
の
整
備
を
完
了
す
る
。

市 駅 前
行政機能
市
民
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
規
模
へ

長尾船橋線

騒
音
等
に
注
意
し

歩
道
の
整
備
を

質
問　
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ

ム
に
関
す
る
予
算
が
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、同
シ
ス
テ
ム
を

ど
の
よ
う
に
利
用
す
る
の
か
。

　
な
お
、
職
員
の
会
議
だ
け

で
な
く
、
災
害
時
な
ど
活
用

方
法
を
広
く
検
討
す
る
よ
う

要
望
す
る
。

答
弁　
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会
議

シ
ス
テ
ム
と
併
用
す
る
こ
と

で
、
資
料
の
共
有
も
可
能
と

な
り
、
遠
隔
地
で
も
ス
ム
ー

ズ
に
議
論
を
進
め
る
こ
と
が

で
き
る
。
今
後
、
会
議
だ
け

で
な
く
、
研
修
等
の
用
途
で

も
積
極
的
な
活
用
を
進
め
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
で

保
育
士
の
事
務
負
担
軽
減
を

質
問　
２
年
度
か
ら
保
育
Ｉ

Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
等
に
よ
る
登
降

園
管
理
を
行
う
と
い
う
が
、

ほ
か
に
ど
の
よ
う
な
機
能
を

導
入
す
る
予
定
な
の
か
。

　
な
お
、保
育
士
の
事
務
負
担

を
軽
減
し
、
子
ど
も
と
向
き

合
う
時
間
を
確
保
す
る
た
め
、

同
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
着
実

に
進
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁　
保
育
記
録
等
を
シ
ス

テ
ム
化
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
帳

票
と
自
動
連
動
さ
せ
て
い
き

た
い
。

質
問　
都
市
計
画
道
路
の
整

備
事
業
経
費
が
計
上
さ
れ
て

い
る
が
、
各
路
線
の
具
体
的

な
実
施
内
容
を
聞
く
。

　
な
お
、
都
市
計
画
道
路
の

整
備
は
通
学
路
の
安
全
確
保

に
も
つ
な
が
る
た
め
、
計
画

的
に
進
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁　
牧
野
長
尾
線
で
は
Ｊ

Ｒ
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
関
連
の
整

備
工
事
を
、
中
振
交
野
線
で

は
蹉
跎
神
社
南
側
の
道
路
整

備
工
事
を
、
御
殿
山
小
倉
線

で
は
渚
星
ヶ
丘
線
側
か
ら
の

整
備
工
事
を
、
長
尾
杉
線
で

は
杉
工
区
に
お
い
て
枚
方
東

部
線
側
か
ら
の
整
備
工
事
を
、

北
山
通
線
で
は
交
差
点
改
良

の
詳
細
設
計
を
実
施
す
る
。

都
市
計
画
道
路
整
備
事
業

各
路
線
の
実
施
内
容
は

市
民
へ
の
負
担
増
と
な
る

３
会
計
予
算
案
に
反
対

野
口
議
員　
一
般
会
計
予
算

案
は
、市
長
公
約
で
あ
る
子
ど

も
医
療
費
助
成
を
18
歳
ま
で

拡
充
す
る
等
の
予
算
が
盛
り

込
ま
れ
ず
、
市
民
の
期
待
を

裏
切
る
内
容
で
あ
る
。
ま
た
、

過
去
最
高
規
模
の
予
算
と
な

る
一
方
で
、
市
税
収
入
は
減

少
し
、
市
債
残
高
が
膨
ら
む

状
況
は
、
将
来
の
財
政
に
大

き
な
不
安
を
抱
く
。
さ
ら
に
、

使
用
料
等
の
設
定
基
準
の
見

直
し
な
ど
の
行
財
政
改
革
は

市
民
へ
の
負
担
増
や
サ
ー
ビ

ス
低
下
を
伴
い
、
問
題
で
あ

る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
一
般

会
計
予
算
案
に
反
対
す
る
。

　
各
事
業
に
つ
い
て
は
、
市

駅
周
辺
再
整
備
に
お
い
て
全

体
計
画
の
規
模
が
決
ま
ら
な

い
中
で
の
計
画
策
定
経
費
の

計
上
や
、
子
ど
も
を
第
一
に

考
え
て
い
な
い
公
立
保
育
所

の
民
営
化
な
ど
に
は
問
題
が

あ
る
。
加
え
て
、
マ
ス
ク
を

含
め
た
備
蓄
品
の
見
直
し
、

福
祉
の
相
談
業
務
を
担
う

ソ
ー
シ
ャ
ル
ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
の
増
員
、
図
書
館
で
の

新
聞
・
雑
誌
の
継
続
購
入
、

子
ど
も
の
放
課
後
に
関
わ
る

各
事
業
の
直
営
化
な
ど
を
要

望
す
る
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
不
況
が
心
配
さ

れ
る
中
で
保
険
料
を
引
き
上

げ
る
国
民
健
康
保
険
、
軽
減

措
置
の
見
直
し
で
低
所
得
者

層
の
保
険
料
負
担
が
増
大
す

る
後
期
高
齢
者
医
療
の
２
特

別
会
計
予
算
案
に
反
対
す
る
。

議
会
へ
の
真
摯
な
姿
勢
求
め

全
会
計
予
算
案
に
賛
成

岩
本
議
員　
第
２
子
以
降
の

保
育
料
無
償
化
、
学
校
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
、
総
合
文
化

芸
術
セ
ン
タ
ー
の
建
設
な
ど

市
民
や
議
会
の
要
望
が
一
定

反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

を
総
合
的
に
見
て
、
全
会
計

予
算
案
に
賛
成
す
る
。

　
た
だ
し
、一般
会
計
予
算
案

は
過
去
最
大
で
、
市
債
残
高

も
大
幅
に
増
加
し
て
後
年
度

の
公
債
費
負
担
の
増
大
が
懸

念
さ
れ
る
。
実
質
収
支
の
黒

字
を
維
持
で
き
る
見
通
し
も
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
も
含
め
経
済
の
先
行
き
は

不
透
明
で
あ
る
た
め
、
健
全

な
財
政
運
営
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
の
か
、
議
会
と
し
て

厳
し
い
目
を
向
け
て
い
く
。

　
行
財
政
改
革
に
お
い
て
は
、

①
水
道
料
金
等
の
福
祉
減
免

制
度
の
見
直
し
な
ど
の
慎
重

な
検
討
②
行
財
政
改
革
の
効

果
額
を
積
み
立
て
る
こ
の
街

に
住
み
た
い
基
金
の
使
途
の

明
確
化
③
職
員
の
負
担
軽
減

と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

図
っ
た
上
で
の
総
人
件
費

５
％
削
減
④
ふ
る
さ
と
寄
附

金
等
に
よ
る
積
極
的
な
財
源

確
保
な
ど
に
取
り
組
む
よ
う

要
望
す
る
。

　
ま
た
、議
会
に
対
す
る
市
長

の
姿
勢
に
つ
い
て
、
今
後
も

議
会
の
意
見
を
し
っ
か
り
と

聞
く
こ
と
で
、
議
論
を
真
摯

に
重
ね
な
が
ら
、
と
も
に
本

市
の
発
展
に
向
け
尽
力
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
意
見
す
る
。

委
員
会
で
の
討
論 令和２年度の

会　計　名 令和２年度 前年度 前年度比
増 減 率

一 般 会 計 150,800,000 140,400,000 7.4

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 42,372,000 41,917,000 1.1

土  地  取  得 ー 45,000 皆減

自 動 車 駐 車 場 97,000 96,000 1.0

財     産     区 367,000 87,000 321.8

介  護  保  険 35,822,000 34,121,000 5.0

後 期 高 齢 者 医 療 6,713,000 6,266,000 7.1
母 子 父 子 寡 婦
福 祉 資 金 貸 付 金 30,000 31,000 ▲ 3.2

計 85,401,000 82,563,000 3.4

企
業
会
計

水 　 道 　 事 　 業 12,003,072 12,625,725 ▲ 4.9

病 　 院 　 事 　 業 11,553,628 12,148,443 ▲ 4.9

下 水 道 事 業 21,396,862 23,539,078 ▲ 9.1

合　計 281,154,562 271,276,246 3.6

（単位：千円，％）

※企業会計の予算は、収入と支出が必ずしも一致しないため、支出額を記載しています。

各 

会 

計 

別 

予 

算 
額

予算特別委員会
委員

【委員長】

山　口　　　勤

【副委員長】

岩　本　優　祐

【委員】

加　藤　　　治

長　友　克　由

広　瀬　ひとみ

野　口　光　男

番　匠　映　仁

奥　野　美　佳

岡　市　栄次郎

小　池　晶　子

一　原　明　美

丹　生　真　人

大　地　正　広
（議席番号順）

日
本
共
産
党
議
員
団

広ひ
ろ

瀬せ

ひ
と
み

自
由
民
主
党
議
員
団

加か 

藤と
う 

　 

治お
さ
む

連
合
市
民
の
会

奥お
く 

野の 

美み 

佳か

公
明
党
議
員
団

一い
ち 

原は
ら 

明あ
け 

美み

公
明
党
議
員
団

丹に 

生ふ 

真ま
こ 

人と

大
阪
維
新
の
会

枚
方
市
議
会
議
員
団

岩い
わ 

本も
と 

優ゆ
う 

祐す
け

新型コロナ
対　　策

緊
急
対
策
と
し
て

国
保
料
の
減
免
を

障 害 者
スポーツ
イベント

さ
ま
ざ
ま
な

障
害
者
の
参
加
を

未
利
用
の
元
幼
児
療
育
園

跡
地
活
用
の
具
体
化
を

歩
行
者
安
全
対
策

早
急
に
取
り
組
み
を

相
談
窓
口
機
能
の

市
内
拠
点
整
備
を

テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム

活
用
方
法
の
検
討
を

市
民
の
立
場
に
立
っ
て

効
率
的
な
市
政
運
営
を

予
算
特
別
委
員
長

山や
ま

口ぐ
ち　

勤つ
と
む

　
本
特
別
委
員
会
で
は
、
５

日
間
に
わ
た
り
各
委
員
か
ら

熱
心
な
質
疑
と
、
有
意
義
な

提
言
が
多
く
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
の
予
算
執
行
に
お
い

て
は
、
各
委
員
か
ら
出
さ
れ

た
数
々
の
意
見
や
提
言
を
踏

ま
え
る
と
と
も
に
、
市
民
の

立
場
に
立
っ
て
、
効
率
的
か

つ
効
果
的
な
市
政
運
営
に
取

り
組
ま
れ
る
よ
う
強
く
要
望

し
ま
す
。

〈
委
員
長
の
主
な
経
歴
〉

　
平
成
23
年
初
当
選
、
現
在

３
期
目
、
公
明
党
議
員
団
所

属
、
62
歳
、
監
査
委
員
、
厚

生
常
任
委
員
長
等
を
歴
任
。

委
員
長
の
総
括

（仮称）健康福祉相談センター
（写真は窓口の様子）

ガードパイプ
（写真は東山２丁目交差点）

元幼児療育園 車いすバスケットボール 国民健康保険室の窓口

テレビ会議システムを
使用した会議の様子

らん

らん

令和２年度の

※質疑については、紙面の都合上、各議員が項目を選定の上、要約して掲載しているため、実際の発言口調とは異なる場合があります。
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